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区分 番号 種　別 名　　　　　　　称 員数 指定年月日 所在地 所有者・管理者 頁
国 回 重　民 文　　　　弥　　　　人　　　　形 昭52・5・17大　　崎 大　　崎　　　座2座 羽茂本郷 大　　　和　　　座 2
県 ① 史　跡 羽　　　　茂　　　　城　　　　跡 昭30・2・9羽茂本郷 本　間　昌　宏　他 4
〃 ② 天 羽　　　茂　　　の　　　大　　　松 1本昭29・2・10大　　　橋 武　井　　　　守 6
〃 ③ 史　跡 小　　泊　　須　　恵　　器　　窯　　跡 1窯昭30・2・9小　　泊 小泊公民館長 7
〃 ① 民　　芸 太　神　楽　つ　ぶ　ろ　さ　し 昭52・3・31羽茂本郷 太神楽つぶろさし保存会 8
〃 ⑤ 〃 鬼　舞　つ　ぶ　ろ　さ　　し 昭52・3・31村　　山 鬼舞つぶろさし保存会 10
町 △ 天 岩　　野　　の　　た　ぶ　　の　木 1本昭47・5・10大　　橋 鎌　田　　　　浩 12
〃 △ 〃 法　　乗　　坊　　の　彼　岸　　桜 1本昭47・5・10大　　崎 本　間　敵　詮 13
〃 △ 〃 松　　ケ　山　の　椎　の　木 1本昭47・5・10大　　橋 河　野　三　郎 14
〃 △ 史　跡 一　　　　　　　里　　　　　　　塚 1対昭47・5・10 〃 海　老　名　久　二 15
〃 △ 彫　　刻 木造閻魔大王坐像他5体 6体昭47・5・10羽茂本郷 藤　井　左　一 16
〃 △ 工芸晶早@　　　・ 氏江元彦作刀剣類・免許状及び御用札 15点昭47・5・10 〃 氏　江　省　吾 17
〃 6点 上山　田 中　川　勇　雄　他△ 書　跡 天保一　国騒動　資料　7　点 1点昭47・5・10羽茂本郷 藤　　川　　　　滋
18
〃 △ 〃 熊野神社　（権現）　棟札 1点昭47・5・10大　　　石 藤　井　　　　弘 20
〃 △ 〃 飯岡八幡宮棟札・八幡宮棟札 2点昭47・5・】0飯　　　岡 度　津　神　社 22
〃 △ 伝　美 孤　　蓬　　遠　　州　　流　　生　　花 昭50・2・8羽茂町 孤蓬遠州流生花保存会 24
〃 △ 天 上　山　田　の　十　二　が　柿 1本昭50・2・8上　山　田 酪　6　　　　博 25
〃 △ 書　跡 天　満　宮　河　原　畠　寄　進　状 1通平・元・12・18羽茂本郷 菅　原　神　社 26
〃 △ 彫　刻 金銅十一面観世音菩薩坐像 1体平・元・12・18 〃 〃 27
〃 △ 工芸品 円　　　　形　　　　懸　　　　仏 1体平・元・12・18 〃 〃 28
〃 △ 〃 扇　　　　形　　　　懸　　　　仏 1体平・元・12・18 〃 〃 29
〃 △ 彫　刻 木　造　阿　弥　陀　如　来　坐　像 1体平・元・12・18 〃 大　　蓮　　寺 30
〃 △ 〃 木　造　地　蔵　菩　薩　半　珈　像 1体平・元・12・18 〃 藤　非　孝　一 31
〃 △ 書　跡 く・　　み　　が　　尾　　手　　形 1通平・元・12・18 〃 海　老　名　武　英 32
〃 △ 〃 五　　重　　塔　　設　　計　　図 1軸平・元・12・18 〃 藤　井　正　至 33
文 ユ 〃 舟宿文書と関係文書4点 5点 〃 石　塚　八　千　代 34
〃 2 彫　刻 草　苅　神　社　の　獅　子　頭 1体 〃 草　苅　神　社 35
〃 3 有　民 草苅神社例祭の祭棚と役の行者 ］組 村　　山 村山部落総代 〃
〃 4 〃 〃　　　　　　と棚人形 1組 羽茂本郷 仮　屋　棚　組 〃
〃 5 〃 〃　　　の祭棚の天王さん 1体 大　　橋 張　弓　神　社 36
〃 6 工芸品 大　蓮　寺　の　マ　リ　ア　観　音 1体 羽茂本郷 大　　蓮　　寺 〃
〃 7 〃 権右工門家のマ　リア観音 1体 大　　橋 菊　地　賢　次 〃
〃 8 天 北　　の　　ヒ　　イ　　ラ　　ギ 1本 滝　　平 和　泉　　　　健 37
〃 9 〃 高　　　　野　　　　の　　　　椿 1本 大　　石 水　　上　　　　繁 〃
〃 10史　跡 な　　か　　な　　ぎ　　の　　石　　山 小　　泊 岡崎政一他2名 〃
〃 11考　古 八升ケ平遺跡出土の石柏 1点 羽茂本郷 羽茂町教育委貝会 〃
〃 12 〃 大　下　遺　跡　出　土　の　土　偶 1点 〃 〃 〃
〃 13 〃 ヒノツメ遺跡出土の天王山式弥生土器片 1点 〃 〃 〃
〃 14歴　史 西方水替場出土の円面硯片 1点 〃 〃 〃
〃 15考　古 弥五兵衛平出土の勾玉 1点 大　　橋 田　中　照　美 〃
〃 16無　民 し　　　め　　　ば　　　り　　　馬 紋　　張 紋　張　部　落 38
〃 17無　芸 ち　　　　．L　　　ぼ　　　　く　　　　り 大　　崎 大　山　溝　蔵 〃
〃 18 建 滝　　平　　白山神社能舞台 1棟 滝　　平 白　　山　　神　　社 〃
〃 19 〃 〃　　　　諏訪神社　　　〃 1棟 〃 諏　訪　神　社 〃
〃 20 〃 大　　崎　　白山神社　　〃 ］棟 大　　埼 白　山　　神　社 〃
〃 21 〃 天　　沢　　草苅神社　　〃 1棟 羽茂木郷 草　苅　神　社 39
〃 22 〃 西　　方　　張弓神社　　〃 1棟 大　　橋 張　弓　神　社 〃
〃 23 〃 上山田　　気比神社　　〃 1棟 上山　田 気　比　神　社 〃
〃 24 〃 小　　泊　　白山神社　　〃 1棟 小　　泊 白　山　神　社 〃
〃 25工芸品 羽茂　稲扱せんばと出雲鋼取引文書 1点 羽茂本郷 氏　　江　　省　　吾　40
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「羽茂町の文化財」発刊にあたっで
　このたび、「羽茂町の文化財」を発刊することになりました。
　町が輝かしい将来発展をするためには、歴史を通して町の現状を正しく把握する
ことが必要だといわれます。文化財はその貴重な歴史の証言者で、また、一度失っ
たら二度と手にすることの出来ないものでもあります。
　現に、羽茂町誌の編さんにあたっては、文化財が町の多くの歴史の証言をしてく
れました。その貴重な物件の中から、文化財保護審議会で8件を選んで指定の建議
をされましたので、ここに町指定の文化財として追加決定いたした次第です。
　この冊子は、これを機会として発刊するものです。
　文化財の大切さは改めていうまでもありませんが、今の「私たちのもの」として
だけではなく、次代へ伝えるべき、先人からの「預かりもの」だと思うのです。後
世、20世紀末の人々は文化財の伝達をしなかったといわれないように、しっかりと
保護・伝達をしたいものです。
羽茂町教育委員会
教育長海老名 晃
1
《国指定文化財》
佐渡の人形芝居
　（文弥人形）
種　　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
重要無形民俗文化財（民俗芸能）
昭和52年5月17日
佐渡郡・両津市
佐渡人形芝居保存会
　大崎座・大和座
　文弥人形・説教人形・のろま人形の三つを一括して、「佐渡の人形芝居」として指定され個々
の人形や座は、その中で更にそれぞれ個別に認定されている。
　羽茂町には、大崎座と大和座の二座が古い伝統を受継いでいる。
　大崎座は、天保（1830～1843）のころ、大崎の木戸場、甚太郎、兵衛、三郎、小沢の五人によっ
て導入、創始されたといわれる。戦後の一時期、後継者が心配されたが、葛原五兵衛、本間倣政
等の尽力によって、現在の盛況を見るに至った。
　大和座は、明治18年に中川今吉の創めた大谷人形で、商工会青壮年部が引き継ぎ、後輩の指導
にあたっている。
　文弥節語りの太夫には、長尾閑月、藤井閑六、白井清治があり、長尾と藤井は佐渡の名人とう
たわれた中川閑楽太夫の最後の直弟子である。
　大崎には、「文弥節遣人形元祖、大崎屋松之助の碑」と「文弥節御殿人形ふるさとの碑」があっ
て、ともに、大崎が文弥人形発祥の地であることを物語っている。前記の、大崎へ人形芝居を導
入した五人の中の一人、兵衛の松之助は後に小木町に出て、自宅の二階に人形芝居の常設座を開
き、それまで説教節で遣っていた人形を文弥節にのせて遣う「文弥人形」に、舞台形式も今の御
殿作りに改めた。二つの石碑はこのことを示すものである。大崎には、松之助が養女をモデルに
刻んだと伝えられる女人形の「おもん頭」があって、名作の誉れが高い。
　文弥人形もこのごろ、観光用に見せ場だけを断片的に扱いがちになったが、文弥の泣き節にの
る、本格的な「文弥人形」を尊重したいものである。
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《県指定文化財》
羽　茂　城　跡
種　　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
記念物（史跡）
昭和30年2月9日
羽茂町大字羽茂本郷
　　　同　　　　　946番地
　　本　間　昌　宏　他
　羽茂城跡は、羽茂本郷東側の独立台地上に築かれた典型的な中世山城の跡で、本城、二の城、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド北の城、馬場等の跡を残し、本城跡には殿屋敷、奥方屋敷、五社城、荒神城、南の城等の跡、そ
の他の遺構をよく残している。
　また、羽茂平野周辺には、この羽茂城を中心に、西方城、清士岡城、岡田城、村山城、須川城、
平城と、海に向かって縦深陣地が築かれ、背後には、上山田、飯岡、大崎、滝平等、各支城を配
する雄大な布陣が見られる。
　羽茂本間氏は、真野町の吉岡本間の分かれといわれ、南佐渡の拠点としてこの城を構築したと
される。進出の年代は、鎌倉期（1263ころ）から見られ、「飯岡八幡宮棟札一正和2年（1313）」
や、「熊野神社棟札一元亨2年（1322）」等に、城主と思われるものの法名や一族の名を残して
いる。
　その後、大蓮寺本尊の木造阿弥陀如来坐像墨…書や天満宮河原畠寄進状等の残る応永33年（1426）
のころ勢力を張り、熊野権現や八幡宮に棟札を残す対馬守淳季の代（1510ころ）から、天文19年
（1550）のころにかけて佐渡を二分する勢力を得るが、秀吉の天下統一による上杉景勝の佐渡攻
めのため、天正17年（1589）に落城した。
　従来、羽茂本間氏の定着は清士岡城から始まったとされてきたが、羽茂町誌によって羽茂平野
の中央「城ノ内」とされた。これは、清士岡城では規模が小さいことや、鎌倉末期には山城に拠
らず平地に館を構えたこと、「城ノ内」の地が羽茂郷のいかにも中央に位置すること等によるも
のである。
　構築の時期は、天満宮河原畠寄進状や大蓮寺本尊阿弥陀如来像の胎内銘の法名の見える「眞本
入道」の壮年期、すなわち、南北朝期から応永年間（1394～1427）であろうとされる。
　昭和52年、町道大谷線工事のため、北の城地区にかかる発掘調査が行なわれ、城内鍛冶跡や建
物跡、建物の柱穴跡がさらに北の城跡へ続いていることが知られ、多くの陶器片等が発見された。
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《県指定文化財》
羽茂の大松
種　　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
記念物（天然記念物）
昭和29年2月10日
羽茂町大字大橋506番地
　　　同　　　508番地
　　武　井　　　守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおうえ　西方の武井守家の赤松の大木で、羽茂では屋号をつけて「大上の大松」と呼びならわしてきた。
目通り周り5m、根元周り6．4m、高さ25m、樹形は整った傘状で、形も、葉の緑と赤い幹の色
の調和も、美しい。
　推定樹令750年、やや北に偏した佐渡地方にしては、このようなアカマツの巨木は珍しいとさ
れている。
　昭和24年6月、東京大学教授本田正次博士の調査の結果指定されたものである。
6　一
《県指定文化財》
小泊須恵器窯跡
種　　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
記念物（史跡）
昭和30年2月9日
羽茂町大字小泊368－7番地
羽茂町大字小泊
　　小泊公民館長
　小泊では古くから、硬い陶器の破片が出土して人々に嫌われていた。農作業が裸足で、足を傷
つけるためであった。この陶器片が須恵器と解明され、多くの窯跡が発見されて、「小泊須恵器
窯跡」として県指定の文化財になったのは、大正初年に始められた開田工事がきっかけであった。
工事に従事した岡崎文泉による遣物・窯跡の発見・保存、松田與吉の報告、昭和25年の小山富士
夫の現地調査、昭和29年の西三川村による発掘調査、さらに、藤田亮作の学術調査を経て、昭和
30年に県の指定になったものである。
　指定の窯跡は、大字小泊368－7カメ畑の1号、2号、3号窯跡の内の2号窯跡1基で、全長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あながま5．3m、幅1．55m、壁厚8㎝、傾斜角度17度の害窯である。出土品には、サカズキ、ハチ、ワソ、
ルツボ、カメ、コシキ、タカツキ、などのほか、ヌノメカワラ、陶硯等がある。
　窯跡はほかに、高畑、栗の木沢、池の平、垣の内、宮田、南のそで、乃木輪、藤畠、深田、杢
田谷地、下口沢、堂の上、後谷地、岩花、松倉、新畑、久保、亀川、奥田、江の下、ふすべ、野1
　　かめやま田、甕山（小字名はなく所在不明）等23か所を数え、窯数は100基を越える。
　佐渡国分寺瓦の焼製に創まるといわれ、菊花紋や唐草紋の瓦片出土等でこのことが立証される。
また、最近越後・富山等でも小泊窯製の須恵器片が出土して注目を集めている。
7　一
《県指定文化財》
　　　　　　　　　　　　種別無形の民俗文化財（民俗芸能）
太神楽つぶろさし　　指定年月日　昭和52年3月3旧
　　　　　　　　　　　　所　　在　　地　　羽茂町大字羽茂本郷
　　　　　　　　　　　　所有者・管理者　　太神楽つぶろさし保存会
　県の文化財には四つの「つぶろさし」が一括指定されているが、うち、羽茂町に関係のあるの
は、「太神楽つぶろさし」と「鬼舞つぶろさし」の二つである。
　当太神楽つぶろさしは古くから「寺田の太神楽」と呼ばれ、菅原神社の例祭に奉納されてきた
芸蓬である。村山の「鬼舞つぶろさし」にも通じていえることは、「つぶろ」は夕顔等を干して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てんか中をくりぬき種子を入れたもので、転じて種を有するもの。「さし」は「さすり」の転設だとい
われるgともに、昭和51年8月3日、本田安次博士の学術調査により指定された。
　踊壌ま、つぶろさし、ささらすり、ぜにだいこの三人が主役となって、笛、太鼓、チャビラ鉦
（かね）のi拠こつれて踊る。「つぶろさし」は精力的な面を着け、「つぶろ」と称する男根様の
捧を持r㌔　「ささらすり」は、おかあ様の面を着け「ささら」と呼ばれる鋸歯状の刻みの付いた
賛片三本を持rユて擦り含おせる。　「ぜにだいこ」は、麻布の袋を被って顔を覆い、穴あき銭をつ
ないだ「ぜにだいこ」を持つ。曲が始まり、獅子と神主が出てお祓いがすむと、踊りが始まる。
踊り臨緯だし、しゃぎ起も誌さめ、と進む、蛤テン縄つれて、三人三態のダ・テス
タで婆ズミ妻産な踵りを展麗するo
　誓裏｛主璽墨地ii難濠麗養が、莱這蔭業のため憲都に遣わした墓酉三四郎という老によって持
ち轟ら義、璽季の藁警塾こゼー粒妄量」を祈頚して奉績したのが始まりだと伝えられる。いま、
嚢菱聾塾下琶〉…寺挺譲蓬から、萱原神莚の鍵譲こ奉纏される轟ミ、奮子頭績ま
　　　　∧ヨi…手窪睾翼i麦董麺祭薮葦頭…寺蟹董　璽童七年㌔六葺
　　　　糞量入襲彗窪塗欝大工藻菱弐兵嚢塗薮簸老督兵嚢
ξ墓rユて、糞く垂ま葦霧養彗塾褒祭iこ奉縫さ義たも塾で姦るこξが舞られる登
　また、墓墓踵穣こ鐘塾・鰺嚢藝姦プζ、難襲の書糞とも、寺灘書太裡楽提壌弐遼｝擬蟹で姦
毒藁ξ≧卦き言塾遷議も毫毒。真轟藝鍾どiき註rユき祭も慈・が、嚢銭墨書きが裏塾麩璽譲蓑江
もき書書う塾桑・舞ら義瓠握壌違圭が譲義暴譲銭〉謬3§参慈
　　　墓藁亘華六糞寺三蓑　奉糞入武ヨi…手　eO班よ聾
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寺田の太神楽の面
　左つぶろさし・右ささらすり
太神楽の獅子
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《県指定文化財》
鬼舞つぶろさし
種別無形の民俗文化財（民俗芸能）
指定年月日　昭和52年3月31日
所　　在　　地　　羽茂町大字村山
所有者・管理者　　鬼舞つぶろさし保存会
　言い伝えによれば、文禄のころ（1592～1595）村山の藤七（榊原）という者が京都の舐園祭で
習得してきたといい、今も、6月15日の草苅神社の例祭に奉納される。
　草苅神社は、中世佐渡三郡の各郡一社の牛頭天王を祀ったときの、羽茂郡の天王だったといわ
れ、「八王子宮牛頭天王」「祇園羽茂神社」等の古い額を残し、その例祭は地方版の祇園祭であっ
た。また、牛頭天王は「田天王」「畑天王」の農耕神としての信仰を生み、遠くは小木町の小比
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ　し　　　　　　　　　　　　　　　　なわて叡を始めとして十台以上の「棚」と呼ばれる山車が集まり、参道の畷（田んぼみち）で先出争い
を繰り広げた。競争に勝つとその年は上作であるというのであった。
　各棚は、それぞれの出し物を持って集まり、先出競いまでの一時、社前の広場で出し物の競演
を繰り広げた。「鬼舞つぶろさし」は、このときの村山の棚の出し物で、棚には桜の花の幕を張
り、役の行者の人形を飾って、その前で踊った。したがって、踊りの内容もこれに関連して、前
段は役の行者が赤鬼（チラシ棒をもつ）、青鬼（金棒を持つ）を従えて大和の吉野山を切り開く
さまを演じ、後段は男根様の棒を持った「つぶろさし」と、さらを持った「ささらすり」が、笛
と太鼓の曲に合わせて踊りを演じる。
　内容は、寺田の太神楽つぶろさしと類似しているが、こちらには「ぜにだいこ」は付いていな
い。付属品には墨書等がなく具体的な年号はわからないが「つぶろさし」の面には耳が付いてお
り、鬼面は伎楽面のように大きく、その古さを考えさせられる。
　なお、「つぶろさし」の付属品は木戸の棚にも残っており、参考になる。
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村山の太神楽面
　　　左つぶろさし・右ささらすり
太神楽面　赤鬼と青鬼
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《町指定文化財第1号》
岩野のたぶのき
種　　　　別
　　記念物（天然記念物）
指定年月日
　　昭和47年5月｜0日
所　　在　　地
　　羽茂町大字大橋2645番地
所有者・管理者
　　　　　同　　　2197番地
　　　　鎌　田　　　浩
　目通り周り6．6m、樹高19m、地上3mで分岐し、枝張りは東西南北ともに26mに達する。樹
齢、沿革は分からないが、他の樹種を通じてもこの地方としては珍しい巨木である。
　佐渡、とくに南佐渡一帯は背後の山で冬期の北風を防ぎ、対馬暖流の影響を受けているので緯
度の割合には暖かく、カシ、シイ、ツバキ、などによる照葉樹林がよく茂っているが、この木は
その代表的なものである。
　「たぶのき」は別名「いぬぐす」、万葉植物としては「つまま」という。越中の国の国司に赴
任してきた大伴家持が、
　　　　　　つ　ま　ま　　　　　　　　　　　　　は　　磯の上の都万麻を見れば根を延えて年深からし神さびにけり（巻19－4195）
と詠んだのは「たぶのき」のことだといわれる。この木も根元に立って見上げると、まさに、神
さびているが樹勢はなお旺盛である。
一12一
《町指定文化財第2号》
法乗坊の彼岸桜
種　　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
記念物（天然記念物）
昭和47年5月10日
羽茂町大字大崎1167番地
　　　　同　　　1665番地乙
　　本　間　微　詮
　法乗坊の跡地にあり、根元周り6．9m、目通り周り4．8m、樹高21m、地上6～7mで6枝に分
かれ、枝張りは東西南北ともに26mに及ぶ大木である。
　来歴は、宮本坊の住職（川茂出身、犬落の小三郎の養子となり出家した人）が、老後、法乗坊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うぶすなに隠居し、諸国行脚に出た途中、吉野で3本の桜の苗木を買い、帰国後、産土の境内、宮本坊、
法乗坊の三か所に植えたもののうち、この一本だけが残ったものといわれる。この言い伝えによ
れば、樹齢は250～260年くらい、ということになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　けやき　木は地上15mくらいまでは、苔が着き樫が寄生するなど古木の様相を呈し、羽茂川の上にまで
枝を広げて花を咲かせる。この地方の人たちは、古くから「法乗坊の種蒔き桜」と呼んで農作業
の目安にしたり、安らぎの拠りどころにしたりして親しんできた。
　4月15日に桜念仏が行われ、昭和40年ころまではソバを集めて「そば人形」が上演された。
　樹勢は旺盛である。
一13一
《町指定文化財第4号》
　　　　　しい松が山の椎の木
種　－　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
記念物（天然記念物）
昭和47年5月10日
羽茂町大字大橋471番地
　　同　　　471番地
　　河　野　三　郎
　樹齢300年といわれるイタジイで、根元周り6，9m、目通り周り4．6m、樹高16m、地上4～5
mで4枝に分かれ、枝張りは東西南北共に18mある。下枝は一部切られているが、よく椎の木の
特長を備えている。
　この木は群を抜いて大きいが、羽茂川西側のこの辺り一帯は北西の寒風が当たらず、暖地性の
植物、特に椎の木が多い。道の上下にも並木をなしていて、新緑のころは椎若葉が黄金色の盛り
上がりを見せて美しく・款の深まるころ｝こは・風もないのに椎の実がかすカ・な音を立てて、降る
ように落ちる。
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《町指定文化財第5号》
里 塚
種　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
記念物（史跡）
昭和47年5月10日
東側　羽茂町大字村山五ケ村共有地
西側　羽茂町大字大橋3064－1
羽茂町大字大橋427番地
　　海老名　久二
　佐渡年代記によれば承応2年（1652）、佐渡奉行によって相川の札の辻を起点として、小木道
中と赤泊道中に築かれたと記されている。小木道中のものは中山、窪田、辰巳、渋手、小立、西
三川、小泊、西方、小木の9か所とされるが、いま一対完全に残っているのはここ西方だけであ
る。
　大きさは高さ2．lm、直径3．6m、間隔7．2m。一里塚には木を植えたとされているが、この塚
にはその形跡は見当らない。
　なお、小木半島から国仲、相川方面への道は、古くは大峰道を経て梨の木道に通じ、相川金山
の開発後は小木道中になるなど、いろいろと変わるが、ここは不変の地点であった。
一15一
《町指定文化財第6号》
木造閻魔大王坐像ほか5体
種 別　　美術工芸品（彫刻）
指定年月日　昭和47年5月10日
所在地羽茂町大字羽茂本郷867番地
所有者・管理者 同
藤　井孝　一
866番地
閻　魔　大　王
　指定の像は、閻魔大王55㎝、その他の十王3像48㎝、懸衣翁48㎝、三途河婆29㎝の6体で、こ
れらの像は頭ははめ込み式、玉眼もはめ込み作り、体は前後矢引き寄せ造りで、内側をくりぬき、
彩色を施してある。閻魔大王の胎内前面に、次の墨書きがある。
　　　　十王奉造立初　明徳五年戊六月五日　応永三年丙子二奉供養之
　　　　今度　享保元年口二M螢仕候、本郷寺田住人、堂守奉加施主、藤井久兵衛
また、同　後面には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あじゅり　　　　明徳五年六月五日作始也　彩色弘仁寺妙蓮坊　大檀那美濃阿閣梨河原六十五才
　　　　造立新倉山弘仁寺禅蔵坊　応永三年塁七月廿八日供養　為ロロ衆生造之
とあって、室町初期の明徳5年（1394）に作り始め、応永三年は落成の年であろうし、享保元年
（ユ716）に補修されたものであろうことが知られる。造仏に際して弘仁寺が関与していることが
わかる。
　なおこの6体のほかに、享保の補修のときに作って補充したと思われる6体がある。久兵衛家
は、今も隣にあって管理を続けている。
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《町指定文化財第7号》
氏江元彦作刀剣類
免許状及び御用札15点
種　　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
美術工芸品（工芸品・書跡）
昭和47年5月10日
羽茂町大字羽茂本郷858番地
　　　　同　　　　858番地
　　氏　江　省　吾
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　指定品は、大刀（刃わたり73．4㎝）、中刀（同54．3㎝）、小刀（同32．3㎝）、薙刀（同46．8㎝）、
槍（同31．5㎝）の刀剣類5点。免許状等の書跡9点、御用札1点の合計15点で、この地方として
は唯一人の刀匠の作品とその関係品である。
　氏江元彦は通称を市左衛門といい、文化4年（1807）寺田の市郎平の長男に生まれた。文政8年、
19歳で出府し、刀匠大慶直胤について刀鍛冶の技を修めて帰り、家代々の農家と鍛冶業をついだ。
　天保14年（1843）新倉山弘仁寺薬師堂再建のために始めた頼母子が禁制であったため国払いの
刑を受け、江戸に出て本所相生鞭農機具店山城屋を開く。この間に元彦は、日本鍛冶宗匠家三
品伊賀守藤原化金道について、禁裏・公儀御用刀鍛冶の免許を受けて、10年間の刑期満了ととも
に帰国した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いねこセ元彦の表看板｝主忍81騨冶であってが、実質的な業は「羽茂稲扱せんば」製造・販売であった。す
なわち、出雲の玉鋼を作刀技術によって鍛える「改良湾型こいばし」作りで、製造は工場生産方
式、販売は地域別担当員という、画期的な新方法によって広く売り出した。　（P40　参照）
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《町指定文化財第8号》
天保一国騒動資料7点
種　　　　　別
所　　在　　地
所有者・管理者
美術工芸品（書跡）
羽茂町大字上山田
羽茂町大字上山田、総代所
　　天保一国騒動江戸表情報1件
羽茂町大字上山田449番地　中川勇雄
　　一国騒動連判帳　　1冊
　　諸入用帳　　　　　3冊
　　辞世の歌　　　　　1首
羽茂町大字羽茂本郷1525番地　藤川　滋
　　さり状　　　　　1通
　天保事件は、上山田村善兵衛を一国惣代とする巡検使への直訴によって始まった。事件はつい
に打ち壊しにまで発展し、「天保佐渡一国騒動」と呼ばれる佐渡最大の農民一揆となった。指定
物件はこの関係史料である。
　天保9年、江戸幕府に将軍の代替りがあり、恒例の巡検使が佐渡へも来ることになる。善兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニうえいそう　　　　　　　　　　　したたはこの巡検使に、連年不作の窮状や年貢の重いこと、広恵倉の矛盾などを認めた18力条の訴状を
差し出すが、捕らえられて入牢になる。
　ここまでは善兵衛の予測通りであったが、事件は思わぬ方向に進展する。島民多数が善兵衛の
保釈運動に立ち上がり、善兵衛が釈放されると人々は群衆化・暴動化して打ち壊しに走ったので
ある。善兵衛等は再逮捕され、取り調べは相川で始められるが、進むにつれて奉行所自体にもか
かわる重大事件であることが判明し、幕府の評定所に移される。関係者は江戸送りとなり、裁き
も受けず短期間に病死するという奇怪な結末をつけるのである。
　「天保一国騒動江戸表情報」は、江戸送りとなって入牢中の25人の情報を誰かが書き送ったも
ので、差出人も宛名もないが、古くから上山田惣代所に保存されていたもので百姓18名中すでに
13名の死が報ぜられている。
　「一国騒動連判帳」は、各町村ごとの石高と金額、町村名と印判または「受取申候」と書いて
ある。帳面の表紙は白紙であるが、費用取立をかねた連判帳であろう。
　「諸入用帳」は、年中入用覚帳となっているが、町村ごとの石高・年貢等が書いてあり、経費
の割り元帳であったと考えられる。
　「辞世の歌」は大事決行の心境を筆師匠に書き送ったものといわれ、「さり状」は事前に夫人
　　　　　　　　　　　　ほそを離縁し、後事を実家の「細こえ治兵衛」に托した書面とされる。
一18一
≠絃鎌噛
薩き
擁「
鷲1
罰
諸入用帳一国騒動連判帳
江戸表情報
　　　辞世の歌 さ　り　状
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《町指定文化財第9号》
熊野神社（権現）棟札
種　　　　　別
　　美術工芸品（書跡）
指定年月日
　　昭和47年5月10日
所　　在　　地
　　羽茂町大字大橋熊野神社
所有者・管理者
　　羽茂町大字大石1109番地
　　　　藤　井　　　弘
俵） （裏）
　鎌倉時代末期に熊野神社を建立したとき、藤井宗正によって書き残された棟札で、この地方と
してはまれに見る古い建築資料であるばかりでなく、羽茂本間氏がこの地方へ進出し、本拠を構
えるに至るまでの消息を知る上での資料としても貴重である。
　すなわち、年号は、元亨2年（1322）8月11日とあり、のち文化6年（1809）6月に社人藤井
甚太郎によって繕写、滅字点朱されたものである旨が裏面に書かれている。
　また、本間一族と考えられる名として、左兵衛尉惟員、僧築後房光賢、本間六郎宣光、本間小
太郎直泰、本間太郎法師丸、平左近尉平忠泰等の名が見える。この中の六郎宣光は建武三年（13
36）の宿根木浦合戦に戦死した宣光と同一人ではなかろうか。
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表　　　熊口我　 野口適　 権　口　 現口供　 社
光容明顔照苛十苛口養一一三方妙面宇間
本本本僧左禅禅大間間間筑兵定定太小六後衛比比檀郎太郎房尉丘丘法郎宣光惟尼尼那師直光賢食妙口口丸泰　　　道口口
馬御御錦御用二箭戸御弓途匹中一戸一十　黒間張帳貫　　絵一＿　　　間張
藤　平衛　左門　近入　尉道　中行　平要　泰
　巫神女人
　五六人人
　鍛結冶縁沙衆弥
別
当
沙
弥
成
仏
殿
内
藤
彗
歪
き
享
百西一八十人念日月
政
所
口
口
兵
衛
尉
中
原馬泰一清匹
口
口
口
　大　工　口　口小口工口塵
萎
長95．0㎝　幅21．5㎝　厚1．1㎝
　　　　　杉の板目板
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裏
滅
字
黙
朱
文
化
六
己
巳
年
六
月
繕
写
社
藤人
井
甚
太
郎
《町指定文化財第10号》
飯岡八幡宮棟札
八幡宮棟札
種　　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
美術工芸品（書跡）
昭和47年5月10日
羽茂町大字飯岡　佐渡一の宮度津神社
佐渡一の宮度津神社
表 裏
（飯岡八幡宮棟札） （八幡宮棟札）
　飯岡八幡宮棟札は、正和2年（1313）6月13日の日付、八幡宮棟札は永正16年（1519）コ1月14
日のもので、いずれもこの年代の建築を証する唯一のものであるばかりでなく、熊野神社棟札と
ともに羽茂本間氏をさぐるための重要な史料である。
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表 裏
口
主
口
口
四
　　種　　字　　奉我哀造迦聖等患立陵主全衆村頻天敬生河伽中礼者大声天　　明皆我神普願悉等御及以成与社於此仏衆檀一功道生口切徳　　口
郎矢二口口敷口口口口右口口近時口允
　重口口延口藤兀口鱗
験
口
伴
口
中
太
且口宋
（飯岡八幡宮棟札）
長57．5㎝　幅15㎝　1．8㎝の杉の柾目板
大
工
口
口
衰
衆
生
者
我
等
全
敬
礼
鍛大冶工中権
沢四口良干口左時口衛永　門正　捨　陸き　年　卯巳　十
月
十
四
日
種
子聖
　主奉天修中
理天飯
岡迦八陵
幡頻宮迦別声
大
檀
那
源
対
馬
守
浮
季
氏
女
（八幡宮棟札）
長58．8㎝　幅15．6㎝
厚1．5㎝の杉の柾目板
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《町指定文化財第11号》
孤蓬遠州流生花
種　　　　別
　　無形文化財（伝統美芸）
指定年月日
　　昭和50年2月8日
所　　在　　地
　　羽　茂　町
所有者・管理者
　　孤蓬遠州流生花保存会
　馬　　　蘭
遠松斎宗流一仙
海老名　保作
　孤蓬遠州流生花は古くからこの地に伝わる生花で、組織的に今に残るのは羽茂町だけではない
かと言われる。保存は孤蓬遠州流生花保存会の活発な活動によって若い後継者が続出し伝統を受
け継いでいる。
　伝来については延享から文化の頃（1744頃～1810頃）遠州流生花が江戸下谷常林寺の住職日寛
（花号本松斎一得）によって創始され、門下の岸松斎一貞を経てその弟子の旭松斎宗有一瀬井が
孤蓬遠州流生花の始祖とされている。佐渡への導入は小木町小比叡の屋号大平の佐々木元英とい
う医師であったと言われる。この人は江戸に出て医学を修めると共に孤蓬遠州流の生花を修得し
て帰国して教え、花号を万松斎宗友一和と称した。
　羽茂での普及は一和門下の鶴松斎宗重一水によって行なわれた。一水は上町重四郎、通称周五
郎で、のちに四代甚九郎と改め晩翠と号し、安政6年（1859）に没した。一水の孫に千松斎宗林
一枝があり、名は信太郎、のち六代甚九郎をつぎ明治38年に没した。羽茂での本流の隆盛はこの
時期に最盛期を迎え、羽茂本郷を中心に南佐渡一円に広まった。
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《町指定文化財第12号》
上山田の十二が柿
種　　　　　別
　　記念物（天然記念物）
指定年月日
　　昭和50年2月8日
所　　在　　地
　　羽茂町大字上山田1215番地
所有者・管理者
　　　　　同
　　　　嶋　倉
563番地
博
　十二が柿は、古くから「藤内柿」　「山田柿」などとも呼ばれ、慶長（1602）のころ上山田の十
二が平藤内左衛門という者によって導入されたと伝えられる。文化のころ（1816）書かれた「佐
渡誌」には、すでに、干し柿にして松前へ出荷していると書いてあり、佐渡を代表する古い柿で
あったことが知られる。
　この木の樹齢は定かでないが、目通り周り1．8m、樹高15m、枝張り18m四方。独立樹で樹冠
が自然なため、品種の特長のよくあらわれた古木である。
　しかし、この木は、単に古いとか大きいとかいうだけでなく、特産物の「おけさ柿」を作り上
げる基礎となった柿としての意味がある。昭和7年、初めて「おけさ柿」が導入されたとき杉田
清（名誉町民）にヒソトを与えたのが、上山田に茂っていたこの十二が柿であったという。当時、
上山田には十二が柿の古木を100本以上持ち、専門の干し柿納屋を持つ者が十指に余るほどあっ
たという。羽茂が、柿の適地であることを教えたのは十二が柿であった。また、導入した苗木が
豆柿台木苗だったために失敗し、十二が柿の台木による苗木育成によって、羽茂のおけさ柿の産
地作りはようやく達せられたのであった。その意味で「おけさ柿」を支えている根は、この十二
が柿の根なのである。
　50～60年前までは、ここ上山田の柿として、古木、大木の多かった十二が柿の木も今は数本を
残すのみとなった。この木は、畑の中にあった独立樹で、よく品種の特性と古木の風格を備えて
いる。
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《町指定文化財第15号》
天満宮河原畠寄進状
種　　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
美術工芸品（書跡）
平成元年12月18日
羽茂町大字羽茂本郷2080番地
　菅　原　神　社
　　　　同　　　　2080番地
　菅　原　神　社
（表） （裏）
　和名抄によればおよそ1000年の昔、羽茂郡には菅生郷があって、「菅生天神」と呼ばれる神社
があったのではないかといわれるが、位置は不明であった。その「天満大自在天神」が、今の位
置に座をしめるのが、この書状によるのではないかと考えられるのである。羽茂城の正面、平城
を越えて、菩提寺の大蓮寺と並ぶ位置である。
　大檀那の「真本」は、仏門に入ってからの法名ではあるが、最有力な羽茂地頭の一人であって、
この文書はその実在を証する貴重な史料である。海老名弾正は、「羽茂城の家老」として伝説の
中に絶えず出てくる人物であるが、これも、本人だけでなく子供達まで明記されていて、その実
在を物語ってくれる珍しい書跡と考えられる。
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《町指定文化財第16号》
金銅十一面観世音菩薩坐像
種　　　　　別
　　美術工芸品（彫刻）
指定年月日
　　平成元年12月18日
所　　在　　地
　　羽茂町大字羽茂本郷2080番地
　　　菅　原　神　社
所有者・管理者
　　　　同　　　　2080番地
菅　原　神　社
　佐渡の十一面観世音菩薩坐像で古いものが畑野町と当羽茂町にそれぞれ一体つつあるが、畑野
町の長谷寺の平安時代の木像が最も古いものである。
　金銅仏では当町の菅原神社のもの一体だけで鎌倉時代のものとみられている。
　この十一面観世音菩薩坐像は全高32セソチメートルあり、秘仏として50年に一度しか開帳しな
いものである。光背などは後補のものと思われるが、全体の表現は強く、とくに耳・目・鼻は整
然としていて秀麗である。
　菅原神社の別当寺の養観寺にあった像といわれている。養観寺は禅宗の寺で大蓮寺の末寺であっ
た。明治元年の廃寺に際して本尊が菅原神社に移されたものであろう。
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《町指定文化財第17号》
円　形　懸　仏
種　　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
美術工芸品（工芸品）
平成元年12月18日
羽茂町大字羽茂本郷2080番地
　菅　原　神　社
　　　　同　　　　2080番地
　菅　原　神　社
‘
（径11．3㎝）
　懸仏はもともと、仏像または神像を円板上に浮き彫り等にしてあらわし神社、寺院の信仰対象
とされたもので、その起源は、神社の神鏡に神影が顕現するというところにあったとされる。
　この懸仏は、直径11．3㎝の円板上に、鋳出の大日如来像を貼付したもので、年代は室町時代の
ものとされる。本件そのものも古く、また、他の天神信仰の懸仏等と照合することによって、こ
の地方への天神信仰の教線の伸び方を知る上でも貴重な史料と考えられる。
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《町指定文化財第18号》
扇　形　懸　仏
種　　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
美術工芸品（工芸品）
平成元年12月18日
羽茂町大字羽茂本郷2080番地
菅　原　神　社
　　　　同　　　　2080番地
菅　原　神　社
，／
／
（縦20㎝　横27．5㎝）
　羽茂村誌に昭和26年5月3日、国立博物館学芸部長石田茂作博士がこの懸仏を、次のように説
明したと記載されている。
　「懸仏は横9寸3分、縦6寸6分、五本骨扇形鍍金を施し、扇面中央に仏像を浮き出し、両側
に花瓶、下方に波文を配し、獅噛みの釣手を付けた懸仏で、室町時代のもの。」
　また、村誌には当時の模様を次のように記載している。
　「此の型の懸仏は石田博士の見たものでは、福島都々古別神社に一ケ、滋賀の善水寺に一ケあ
り、当菅原神社のものが三度目の拝見である。」
　以上によって、この懸仏自体の貴重さが知られるとともに、この地方全体の歴史を知る上でも
貴重な資料と考えられる。
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《町指定文化財第19号》
木造阿弥陀如来坐像
種　　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
美術工芸品（彫刻）
平成元年12月18日
羽茂町大字羽茂本郷2075番地甲
　大　　蓮　　寺
　　　同　　　　2075番地甲
　大　　蓮　　寺
彦≡．・．・一
当
住
持
俊
的
去
秋
九
月
十
七
日
始
之
彩　願　　　無　佐
竃店嘉興蓮
黍駕齊警黍
名金背憂尊
寵黍　影
護蟹　色
案覆
塁§
阿墓
（木造漆塗で像高50㎝　台座を入れて1．02m） （胎　内　銘）
　この仏像は大蓮寺の本尊で、胎内銘によって応永34年（1427）に再興されたものであることが
知られる。この年号によっても560年以上を経ているが、これは再興なので造立はもっと古いこ
とが考えられる。この点について羽茂村誌は金原省吾博士が「この阿弥陀如来は鎌倉初期のもの
で、優れた仏像である」と、語った由を述べている。
　胎内銘によって、願主として「本間対馬入道真本」が見られるが、これは応永三十三年の「菅
原神社土地寄進状」の沙弥真本とは同一人と考えられる。しかし、この仏像にはさらに、嫡男
「左衛門尉重季」が明記されていて、300年に近い羽茂地頭の代々を知る上で貴重である。
　像容は地方の作とは思われず立派で、地域の文化交流を知る上で、貴重であると考えられる。
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《町指定文化財第20号》
木造地蔵菩薩半珈像
種　　　　　別
　美術工芸品（彫刻）
指定年月日
　　平成元年τ2月18日
所　　在　　地
　　羽茂町大字羽茂本郷867番地
　　　　寺田十王堂
所有者・管理者
同
藤　井　孝　一
永享拾弐年四月吉日
　　　　　「宣吉」
　　　　　圃
　　　（台　座　銘）
866番地
（木造漆箔半剛像　38㎝）
　寺田の十王は、閻魔大王以下の6体がすでに町の指定文化財になっているが、この地蔵菩薩も
その十王と一組の仏像として、指定されるに十分の価値があるものと考えられる。
　地蔵菩薩は、もともと、仏陀入滅後の長い無仏の時代の衆生を済度する菩薩とされ、時代が下
がると、六道の辻に立って死者を導く仏とされた。すなわち、冥府にあって死者を裁く十王とは
対称的に、これを済度し、もしくは十王と一体の菩薩として、十王堂には欠くことのできないも
のなのであった。
　この地蔵菩薩が、寺田の十王の造立から44年遅れた永享12年（1440）の作である理由はわから
ないが、とにかく、十王と一体のものとして納められたものであろうことがうかがい知られる。
　また、その年代も、十王と同じ室町初期の貴重な作である。
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《町指定文化財第21号》
ぐみが尾手形
種　　　　　別
指定年月日
所　　在　　地
所有者・管理者
美術工芸品（書跡）
平成元年12月18日
羽茂町大字羽茂本郷632番地
　　　　同　　　　632番地
　　海老名　武英
｝
6
♪
蓼
　　ム
　　｝
禽
（和紙　縦34．2㎝　横24．9㎝）
海
老
名
五
右
衛
門
殿
五
十
日
原
宗
勇
花
押
月丑乙二
　　致
寛可氷被弐　入
　　情
年候　　手
　　形
　依　　如
　　件
（内
念膿翼
入　候　よ　本
見　こ　り　郷
立付殿　山当　今　山　之
域　日　之　内　手
御　よ　由　九形
用　り　二　味之
に其之　ケ　事
立方有　尾候　に処同様預木餅二　け草之　　置む　木
　　候　さ　平
　　　と
容）
　羽茂という所を知る上で、羽茂城落城から近世初頭への移行期の史料が重要と考えられるが、
いたって少ない。そんな中で、この手形は貴重であると考えられる。
　この手形の年代は落城後25年。発行者は南佐渡の代官として小木へ入ってきた原宗勇。宛名は、
海老名弾正の末商といわれる海老名五右衛門である。
　九味ケ尾は「ぐみが尾」で、現地は大谷の朱柄（中川信治）家の近くにある。今は、羽茂の町
部の家々に分割されていて、ある年代に水害・火災をまぬがれるために町屋敷の地割りをしたと
いう伝承があるが、城山から御林へ、御林から民有地への移行が考えられ、この年代を考える上
での貴重な史料である。
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《町指定文化財第22号》
五重塔設計図
種　　　　　別
　　美術工芸品（書跡）
指定年月日
　　平成元年12月18日
所　　在　　地
　　羽茂町大字羽茂本郷1860番地
所有者・管理者
　　　　　同　　　　1860番地
　　　　藤　井正　至
｝
｝
一’『一 v三三　二’百㎡7∵「
、警一；
　　　　曇
‖
‘
（軸もの表装、図面長さ127．3㎝
．」
幅42．7㎝）
　この五重の塔の設計図は「羽茂の名工といわれた、寺田の七郎平の金蔵番匠が、真野町、阿佛
坊妙宣寺の五重の塔を建築するとき使ったものだ」といわれるものである。
　金蔵番匠は、羽茂村誌その他によれば、天沢のカラス田家の第十代目棟梁藤井五郎衛門の高弟
で、安政元年、沢根の専徳寺を再建立するとき、十一代五郎衛門の脇棟梁として働いたが、工事
中に没した。つづいて、棟梁であった五郎衛門も没したので、若年であった十二代久五郎が、棟
梁を継いで工事を完遂したといわれる。
　カラス田棟梁の建てた神社、寺院の棟札は、町内方々に残っており、金蔵番匠のノミ跡を証す
るものも、弘仁寺などに見られるが、この五重の塔の設計図はこれら羽茂番匠の活動を考える上
で貴重であると考えられる。
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1．舟宿文書と関係文書4点（下町石塚八千代蔵）
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／
嫡
ノー
草苅神社の獅子頭・・1真横より
！
2．草苅神社の獅子頭…真上より 3，草苅神社例祭の祭棚と役の行者（村山）
一35一
《文　化　財》
5．草苅神社例祭の祭棚の天王さん（西方）と天王さんの剣の柄（元彦銘入り）
6．大蓮寺のマリア観音 7．権右エ門のマリア観音（地田）
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7
8．北のヒイラギ（滝平）
10．なかなぎの石山（小泊）
13．天王山式弥生土器片（ヒノツメ遺跡）
9．嵩蕗の
11．石槍（八升ヶ平遺跡）
｜4．円面硯片（西方水替場）
椿（大石山田）
12．土偶（大下遺跡）
15，勾玉（弥五兵衛平遺跡）
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　　　賭
　　　　　　　　いねこき25氏江元彦作　稲扱せんばと出雲鋼取引文書（寺田　氏江省吾蔵）
あ と が き
　「羽茂には、中世が残っている。」と、よくいわれます。羽茂城の落城以後、新しい支配者が
きて破壊したり、代わるものを作ることもなく、相川金山の影響も少ない土地だったようです。
　その貴重な中世史料の中から、「天満宮土地寄進状」や「大蓮寺本尊阿弥陀如来坐像」など、
8件が町の文化財に追加指定されました。これで、国1、県5、町11の既指定物件に8件を加え、
合計25件が指定文化財になったわけです。
　この冊子には、その25件と、さらに25の未指定物件を載せました。未指定物件の石槍、土偶、
等の出土品やその他の物件にも、まだまだ指定すべきものがあることと思われます。また、ここ
に収録した以外にも、たくさん貴重な文化財はあります。それらの調査は今後にまたなければな
りませんが、保存されているものはよいとしても、失われていくものには心がいたみます。
　いま家など建てると、大事な民具や文書などが、惜しげもなく捨てられているようです。工事
のときの出土品もそうです。が、これも結局は、収納する場所や、機関がないからではないでしょ
うか。
　町誌の編纂が、文化財の追加指定の糸口になったように、この小冊子は、文化財保護の町民意
識を高め、保護施設つくりの土台になればと、切に願うものです。
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羽茂町文化財保護審査会
会長藤　井　三　好
羽茂町の文化財
編集
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羽茂町文化財保護審議会
羽茂町教育委員会
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